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  Viccillin－S， an antibiotic mixture consisting of equal amounts of amplicillin sodiurn and cloxa－

cillin sodium， was administered orally to 24 cases of urinary tract infection． These cases consist of

10 with prostatitis， 9 with acute cystitis， and the other complicated urinary tract infection．

  Clinical results were excellent in 14（58．30／．）， good in 3（12．50f6）， fair in 3（12．5％） and poor in

4（16．70／，）．

  The overall effective rate was 70．80／．． ln 14 cases of complicated urinary tract infection， the

effective rate was 60to’．

  Side effects were noticed in 2 cases， one was allergic eruption and another one was anorexia． No

abnormal laboratory findings were observed．

1 はじめに

 Viccillin－Sはampicillinとpenicillinaseに安定

なcloxacillinとの合剤であり，その相補作用により

penicillin耐性菌にも効果が期待されるもので，本剤

は大部分のpenicillinase産生ブドウ球菌を含むグラ

ム陽性およびグラム陰性の細菌に対して，広範囲に抗

菌作用を示し，作用は殺菌的である．今回われわれは

Viccillin－S錠を尿路感染症に使用し，満足すべき効果

を得たので報告する．

2 対象および投与方法

1）対象

 外来患者における膀胱炎，前立腺炎を中心に尿道炎，

腎孟腎炎らを含む24例の尿路感染症対象とした．

2）投与方法

 1回750mgを1日3回経口投与した．

3 効果判定基準

以下の4段階判定を行なった．

著効：起炎菌の完全消失と尿所見の完金改善，およ

び自覚症状の完全消失．

 有効：最初の起炎菌が完全に消失した上，自覚症状

または尿中白血球のいずれか1つが消失した場合．

 やや有効：尿中細菌が減少した上，自覚症状，また

は尿中白血球のいずれか1つが軽快した場合．

 無効：尿所見，自覚症状の全く改善されない場合．

 なお，菌交代を示した場合，治療対象としtR初の

起炎菌が消失した場合は，治療中の症状の軽減を勘案

した上で，有効，またはやや有効の判定とした．

4 成績

 全投与症例についての臨床治療効果はTable 1に

示したごとくである．全症例24例中，著効14例，（58

％），有効3例（12．5％），やや有効3例（12．5％），無

効4例（16．7％）であり，有効率（著効十有効）は

70．8％を示した．

 細菌学的効果についてはTable 2に示したが，起

炎菌は大腸菌の20例がその大部分を占め，その他α一

StrePtococcus 2例， StaPd少lococcus aureus 1例， Entero－

bacter cloacae 1例であった．大腸菌に対しては著効12

例（60％），有効2例（10％），やや有効3例（15％），無
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Table l・臨床治療効果

NQ名前年 性 疾 患 尿中細菌 菌の 1 日 投与           効果
消長 投与量 日数
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8

39

46

tl
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動3例（15％）で有効率は70％を示し，臨床治療成績

ともども有意の結果と認められた．

 疾患別効果ではTable 3に示すごとく最も単純な

感染症である膀胱炎に対する効果が著明で，有効以上

（著効十有効）を示したのは9例中8例で88．9％であ

った．複雑性尿路感染症の加味きれた前立腺炎に対し

ては有効率60％で単純性のものよりやや劣るが，本症

は他の薬剤による効果でも同様に難治性の疾患である

ので，一概に使用不適とは断定できない．他の複雑性

尿路感染の5例では有効率が60％で，前立腺炎のそれ

と等しい結果であった．

5 副作用

全症例24例中1例にpenicilliR allergyと思われる

薬疹が，1例に胃障害による食欲不振が認められたが，

前者は薬剤の中止により，後者は胃腸薬の併用により

緩解された．その他本剤による重篤な副作用は全く認

められなかった．

6 まとめ

 penicillin系の複合性抗生物質製剤の目的の多くは

penicillinaseに対する安定性確保によりpenicillin耐

性菌にも効果を期待することにありampicillinを軸

にpenicillinaseに安定なものを配するか， penicilli－

nase阻害作用を有するものを配するかのいずれかの

ようであり，Viccillin－Sは前者の範疇であり，この

ような薬剤の存在は起炎菌の決定が当初困難な場合

や，混合感染が考えられる場合丘rst choiceの抗生剤
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Table 2．細菌学的効果

菌種
効果    著  効  有  効 やや有効  無  効 計

E．Coli 12 2 3 3 20

cr－Streptococcus 1 1 2

Staphylococcus

  aureus
1 1

Enterobacter
  cloacae

1 1

計 14 3 3 4 24

Table 3．疾患別効果

疾臨＼墜鐙 効有効やや有効無効 計

急11生膀fi光炎

前立腺炎

副睾丸炎
  十
前立腺炎
  十
膀  胱  炎

前立腺炎
  十
膀  胱  炎

7

4

1

4

1

2

1

1

o

3

9

｛

10

一1

1

尿  道  炎
fi a

腎孟腎炎 1 1 2

計 14 3 3 4 24

として使用するのに便利である．治験結果としてはす

でにわれわれが報告したcephradine， carbenicillin，

ticarcillinのそれと比較すると， cephradineの効果よ

りやや劣り，carbenicillin， ticarcillinらと同程度の

効果であるという印象であったが，これら薬剤はその

スペクトラムなどからfirst choiceとするに安易でな

い．Viccillin－Sは前記の理由で丘rst choiceとして適

している点が強調できるし，また，治療効果からも単

純性尿路感染症には90％近い有効性を示している点か

ら，この面に最：もfirst choice薬剤として価値を認め

ることができることを強調したい．

7 結語

1）尿路感染症に対してViccillin－Sを使用し，膀胱

炎に88．9％，前立腺炎に60％，，他の複雑性尿路感染

症に60％の有効率を得た．これより急性単純性膀胱炎

に卓効を有するとの結論を得た．

2）複雑性尿路感染症に対しては比較的満足すべき結

果と言え，他薬剤と同程度の効果が認められた．

3）本剤使用による重篤な副作用は全く認められなか
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つた．

4）細菌学的には大腸菌に対する有効率70％が得られ

た．

5）複合抗生物質製剤としての本剤の意義を論じ，起

炎菌未決定の場合，混合感染の可能性を有する場合の

first choiceとしての本剤の有用性を強調した．
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働性肝津蟹

健保略称
強ミノC

健保適用

           、p、の

肝機能異常を改善する e e o e e e

〉適応症 「慢性肝疾患における肝機能異常の改善」

     とくに，GOT， GPT，γ一GTPの改善効果が
     著しい。

レ用法・用量 1日1回，40m 1を静脈内に注射する。

       年齢，症状により適宜増滅する。

■グリチルリチン製剤

弓亜力；講衆ミ／7／1』＿ゲγγ＿

             包装 20ml 5管。30管：，5ml 5管・50管，2ml 10管・100管

             ⇒使用上の注意などについては，添付文書をご参照下さい。

               ●内服薬』曜閣督『圏7i錠二号

                          包装 100錠，1000錠，5000錠

    鋸ミノファーゲン製薬本舗 〔〒160〕東京都新宿区新宿3－1－12


